
 

 

 

 

 

 

 

やさしく かしこく たくましく  明朗 自主 健康 根性 

すわのせしあわせ学校便り 
 

 

８月の行事予定 

１日（月）十島村学校閉庁期間～５日（金） 

10日（水）学校閉庁～16日（火） 

22日（月）出校日 

30日（火）スクールカウンセラー来校 

 

９月の行事予定 

１日（木）始業式 

 ３日（土）体育大会前 PTA奉仕作業 

10日（土）土曜授業 

13日（火）食に関する指導 

17日（土）第 7回合同体育大会 

25日（日）十島村中学校連合修学旅行～29日（木） 

（変更の可能性もあります） 

諏 訪 之 瀬 島 小 中 学 校 

令 和 ４ 年 ７ 月 １ ３ 日 号 

すわのせっ子 ７月コレクション 

 

 
研究授業 

 

 

 
水泳教室 

 
授業参観 

 

夏休みは，多くの経験を！ 

                               校 長 

  令和４年度も，早いものでまもなく１学期を終えようとしています。１６名

全員が元気で１学期の終業式を迎えることができそうです。何よりも嬉しいこ

とです。 

 話は変わりますが，６月に初めて「トビウオ漁」を経験し 

ました。伊東すみ子さんが切石港の岸壁から水中に沈めてお 

いたライトを付けると，本当にトビウオが岸壁の方に寄って 

きました。すみ子さんの「たも」をお借りしてトビウオをす 

くおうとしても，最初はなかなかうまくいきません。「逃げ 

ていくのを追っかけたらだめよ。」「こっちに寄ってくるのを 

獲らないと。」というアドバイスをいただき，「なるほど。」と思ってやってみ

ると，獲れました。（すくえました。）嬉しくなって更に獲ろうとすると，「あ

あ，落ちないでね。」の注意。水面に見えたトビウオを獲れると思って「たも」

を沈めても，結構，深いところにいて，つい身を乗り出し過ぎていたのだと思

います。その時，その時で適切なアドバイスや注意をいただいたおかげで，大

変楽しい時間を過ごすことができました。初めて経験すること，うまくできた

ことは，歳を重ねてもドキドキ，ワクワクするものだと改めて思いました。 

 いよいよ７月２１日から夏休みが始まります。子どもたちにとって多くの経

験ができる良い機会です。子どもたちが，初めて経験することは，何かと失敗

も多く，大人が注意してアドバイスをしなければならないことも多いと思いま

すが，初めてやることやそれができた時は，やはり嬉しいものだと思います。

ぜひ，子どもたちに夏休みだからこそできる経験をさせて，ドキドキ・ワクワ

ク感を味わわせてください。（中学校３年生は，受験が控えています。今年の

夏は，勉強を頑張ってくださいね。） 

最後になりましたが，１学期も子どもたちを温かく見守っていただいた保護

者や里親，寮監，地域の方々には紙面ではありますが，心より感謝申し上げま

す。来る２学期も，極少人数や小中併設校の強みを生かし，一人一人の子ども

の実態に応じた教育活動の展開を目指して，最大限の努力をしていきたいと思

います。２学期も皆様の，なお一層のご理解・ご支援をよろしくお願いいたし

ます。また，事故のない有意義な夏休みとなるよう，地域の皆様には，積極的

な声かけや見守りを併せてよろしくお願いいたします。 

最近，噴火による降灰もなく，学

校の花々も本来の色（緑や黄色）を

際立たせ，元気に咲いています。ぜ

ひ，立ち寄って見られてください。 

授業公開を終えて 

 

教頭  

７月８日（金）は本校の中学１年生の国語の授

業公開が行われました。鹿児島地区研究協力校と

して，生徒の「主体的・対話的な学び」をいかに

深め，また，授業の中で生徒が学習内容の理解に

至るまでの過程を，教師がいかに見取れるかを研

究の主体とし，授業を公開しました。授業の様子

は TV会議システムとWeb会議システムの Zoom

で配信され，島内外を含め約５０名の参加者が参

観しました。以上のように，研究公開の趣旨や様

子等を説明すると大変重々しくなりますが，授業

を受けた 1年生は，その雰囲気に萎縮することな

く，いつもと変わらない様子で授業を受けていま

した。二人のいつもの様子とは，進んで発表し，

常に自分の考えを持ちながらも，相手の考えにも

共感する。また，授業を意欲的に明るく受けてい

る等です。その良さを研究公開の舞台で大いに発

揮し，参観された先生方に「生徒の反応や発表が

いい」と好評でした。先生方も熱心に研究してい

るという感想もいただきました。今後も実践・研

究を通じて，より良い授業づくりに学校全体で取

り組んで参ります。 

 

 


